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 「凱旋！ 岡本太郎」展を開催いたします。2022年から23年にかけて全国3都市、

大阪・東京・愛知で行われた大規模巡回展から帰ってきた当館の岡本太郎コレクショ

ン。展覧会にあわせた関連番組も話題となり、あらためて、子どもから大人まで幅広い

世代から関心を集めるなかで、ご当地川崎への「凱旋」展覧会となります。 
 

岡本太郎は、漫画家・岡本一平と小説家・岡本かの子を両親に生まれ、絵を志した

パリ留学で、現地の抽象芸術グループで前衛芸術家や思想家と交流を深めます。美

術のみならず、パリ大学で哲学や民族学を学んだこともその後の岡本の思想の軸を形

づくるものでした。意に反した戦争への従軍を経て、敗戦後の日本で制作活動を再開

しますが、画家としての枠をはるかに超えて、壁画やモニュメントの制作をはじめ、さまざまな

芸術運動への参加、デザインや建築への関わり、日本各地への取材と撮影、多くの著作とメ

ディア出演といった八面六臂の活動で、ひろく多面的な足跡を残しました。中でも岡本太郎の

代名詞というべき「太陽の塔」は、1970年の大阪万博のテーマ館という役割に留まらず、日

本の高度成長期の時代の象徴であると同時に、今なお時を越えて親しまれるアイコンでもあり

ます。 
 

本展ではあらためて岡本太郎の魅力を、常設と企画の両方の展示スペースをもちいて、全

館でたっぷりお披露目いたします。人気の代表作はもちろんのこと、家具やグッズ等のインダ

ストリアルデザイン、制作過程を裏打ちするドローイング、岡本の民族学的視点が際立つ写真

など、これまで未公開だった資料も含めて展示いたします。また夏休みにあわせて、子ども向

けワークシートの配布や展示室でのスケッチも楽しんでいただけます。 

ぜひ岡本太郎の面白さと奥深さをご体感ください。 
 

展覧会概要──────────────────────────────────── 

展覧会名  凱旋！岡本太郎 

会   期  令和 5年 7月 8日(土)～令和 5年 10月 1日(日) 

会   場  川崎市岡本太郎美術館 常設・企画展示室 

開館時間  9:30～17:00(入館は 16:30まで) 

休 館 日  月曜日(7月 17日、9月 18日を除く)、7月 18日(火)、9月 19日(火) 

観 覧 料  一般 800(640)円、高・大学生・65歳以上 600(480)円、 

     中学生以下は無料  

※( )内は 20名以上の団体料金 

主   催  川崎市岡本太郎美術館 

協   賛  株式会社堀内カラー 

No.1 

 

岡本太郎《森の掟》1950 年 

No.8 

 

岡本太郎《太陽の塔》1970 年 

同時開催 展示イベント「超凱旋！タローマン」 会期：7月 8日（土）～8月 31日（木） 
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みどころ─────────────────────────────────────── 

●人気の代表作《森の掟》や《重工業》をはじめ、絵画、彫刻、インダストリアルデザイン、ドロ

ーイングや写真まで、当館の岡本太郎コレクションを常設・企画の両展示室を使って幅広くご紹

介します。 

 

●これまで未公開だった岡本太郎の写真関係資料から、撮影当時に制作された紙焼き（ヴィンテー

ジプリント）を初公開します。1950 年代に岡本が数多く撮影取材した日本の庭園に関する資料の

一部を、初めてお披露目いたします。 

 

●夏休みにあわせて、子ども向けのワークシート「ミることは創ること」を配布します。また展示

室内でもスケッチができるコーナーを設け、鑑賞するだけでなく描くことで岡本太郎を体感する

展示となります。 

 

●夏休み期間の 8 月 31 日まで、美術館１階無料スペースにて、展示イベント「超凱旋！タローマ

ン」（主催：NHK 横浜放送局、川崎市）が併催されます。TAROMAN に登場する当館の作品はすべ

て展示予定ですので、展覧会とあわせてお楽しみください。当館ガイダンスホールにて関連上映

も予定しています。 

展示構成───────────────────────────────────── 

１．パリ時代 

２．戦後の前衛として 

３．画壇のアヴァンギャルド 

４．日本再発見──伝統と創造 

５．今日の芸術──建築・デザインとの協同    

６．明日の神話と太陽の塔      

７．眼の宇宙      

８．見ることから描くことへ  

出品作品（予定）─────────────────────────────── 

当館収蔵品より、絵画、彫刻、インダストリアルデザイン、版画、ドローイング、写真ほか 約 250点 

 

お問い合わせ 

川崎市岡本太郎美術館 展覧会担当：佐藤、千村、鈴木 広報担当：山内（pr@taromuseum.jp） 

〒214-0032 神奈川県川崎市多摩区枡形 7-1-5 生田緑地内 

TEL：044-900-9898 / FAX：044-900-9966 

mailto:pr@taromuseum.jp
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関連イベント──────────────────────────────────── 

「“夏休みの宿題手伝います”ツアー」 

美術館見学が夏休みの課題となっている中学生の皆さん、 

一緒に館内を回りながら作品をみて太郎さんの思いや考えにふれてみませんか。 

日 時：7月 25日（火）、8月 3日（木）、18日（金） 10:00～11:00 

対  象：中学生 

場  所：展示室 

料  金：無料 

申  込：不要（当日 10:00 までに美術館エントランスにお越しください。） 

 

「生きカエル 情熱のアートうちわ」 

紙や布をコラージュして、オリジナルのうちわを作ります。 

好きな太郎さんの作品画像やキャラクターも入れて、楽しく制作してみましょう。 

日  時：7月 29日（土）①10:00～12:00 ②13:30～15:30 

講  師：かえるかわる子（第 24 回 TARO 賞入選作家） 

対  象： ①小学生以上（低学年は保護者同伴）②18 歳以上   

定  員：各回 1５名 

場  所：ガイダンスホール  

料  金：500 円＋観覧料 

申  込：電話受付（7/14（金）10:00 から受付開始）、先着順  

 

「美術館裏探検」 

普段見ることの出来ないバックヤードの一部を公開する子ども限定のイベント。 

収蔵庫や大型エレベーターなどを作品の気持ちになって、美術館の裏側を探検してみ

ましょう。 

日  時：8月 6日（日） ①11:00～11:40 ②13:30～14:10 

対  象：小・中学生 

定  員：各回 1０名 

場  所：バックヤード    

料  金：無料 

申  込：電話受付（7/21(金)10:00から受付開始）、先着順 

＊子どものみの参加となります。集合・解散はガイダンスホールとなりますので、付き添いの方は、館内などでお待ちいただくか、 

時間になりましたらお迎えにきてください。 
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「太郎彫刻を描こう～見ることから描くことへ～」 

展示室の太郎彫刻を素描していただけます。 描くことでさらなる太郎彫刻の魅力に迫

ってみましょう！ 

日 時：8月 20日（日） ➀10:00～11:30 ②13:30～15:00 

対  象：➀大人 ②小学生以上 

定  員：各回 1０名     

場  所：ガイダンスホール、展示室 

料  金：300円＋観覧料 

申  込：電話受付（8/4(金)10:00から受付開始）、先着順 

 

「編む！編む！編む！《ひもの椅子》」 

太郎さんのデザインした《ひもの椅子》は、どんな色合わせ・模様・座り心地にするかは、

編む人しだい。みんなで《ひもの椅子》を編みましょう！ 

日  時：9月 17日（日） 13:30～16:00    

講  師：藤本りか（第 21 回 TARO 賞入選作家） 

対  象：小学 5年以上     

定  員：4組（1組 4名まで）＊小学生のみのグループには要保護者同伴 

場  所：ガンダンスホール、展示室 

料  金：無料（高校生以上は要観覧料） 

申  込：電話受付（9/1(金)10:00から受付開始）、先着順 

 

「第 12回キッズ TARO作品募集＆展示 テーマ“森のオキテ”」 

美術館では岡本太郎作品と共に子どもたちの絵画作品を飾る「キッズ TARO 展」を今年も

開催します。テーマは「森のオキテ」。皆さんの不思議な“森”の世界をお待ちしています。 

募集期間：8月 1日（火）～8月 27日（日） ＊消印有効 

展示期間：9月 2日（土）～10月 1日（日）予定  

＊応募数によって会期を分けることがあります。 

募集資格：中学生以下    展示場所：ギャラリースペース（無料スペース） 

作品サイズ：四つ切サイズ（38cm×54cm・縦横自由）以内 ＊応募の方法などの詳細は

美術館 HP をご覧ください。 

 

 

 

お問い合わせ 

川崎市岡本太郎美術館 展覧会担当：佐藤、千村、鈴木 広報担当：山内（pr@taromuseum.jp） 

〒214-0032 神奈川県川崎市多摩区枡形 7-1-5 生田緑地内 

TEL：044-900-9898 / FAX：044-900-9966 

その他、関連イベントは当館ホームページで随時お知らせします。

https://www.taromuseum.jp 

 

 

 

 

mailto:pr@taromuseum.jp
https://www.taromuseum.jp/
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凱旋！岡本太郎 

 

No.2 

 

岡本太郎《重工業》1949 年 

 

 

No.3 

 

岡本太郎《傷ましき腕》1936（1949）

年 

 
No.4 

 

岡本太郎《夜》1947 年 

No.10 

 

岡本太郎《こどもの樹》1985 年 

No.9 

 

岡本太郎《若い夢》1974 年 

No.6 

 

岡本太郎《明日の神話》1968 年 
No.8 

 

岡本太郎《太陽の塔》1970 年 

No.1 

 

岡本太郎《森の掟》1950 年 

 

 

 

No.5 

 

岡本太郎《犬の植木鉢》1955 年 

No.7 

 

岡本太郎《若い太陽の顔》1969 年 
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展示イベント「超凱旋！タローマン」開催決定！ 

企画展「凱旋！岡本太郎」にあわせて、NHK番組「TAROMAN」の展示イベントを開催します。 
 

昨年 7月の放送以来、SNSを中心に「なんだ、これは！」と大反響をいただいてきたミニ番組「TAROMAN岡本太

郎式特撮活劇」。番組の放送にあわせて大阪・東京・愛知で開催してきた展示イベントが、ついに川崎市岡本太郎

美術館へ“超凱旋！”します。撮影当時の貴重な衣装や小道具、この夏放送予定の特集番組「帰ってくれタローマ

ン」の関連展示など、番組の世界観をたっぷりと堪能してください！ 

 

＜開催概要＞ 

名   称 ： 超凱旋！タローマン 

会   期 ： 7月 8日（土）～8月 31日（木） 

会   場 ： 川崎市岡本太郎美術館 1F無料展示スペース 

開館時間 ： 9:30～17:00(入館は 16:30まで) 

休 館 日 ： 月曜日(7月 17日を除く)、7月 18日(金) 

主   催 ： NHK横浜放送局、川崎市 

協   力 ： 川崎市岡本太郎美術館 

観   覧 ： 入場自由、無料 

 

「TAROMAN」とは？ 

岡本太郎が世に送った唯一無二の〈作品〉群、そして心を鼓舞する〈ことば〉たち。両者ががっぷりと組み合い、超

感覚的に岡本太郎の世界へと誘います。10話それぞれのタイトルは「芸術は、爆発だ！」「真剣に、命がけで遊べ」

など太郎のことば。それをテーマに「なんだ、これは！」という特撮映像が展開します。 

 

＜TAROMAN番組ページ＞ 

https://www.nhk.jp/p/taroman/ts/M7359Q6PQY/ 

 

お問い合わせ 

川崎市岡本太郎美術館 展示イベント担当：片岡 広報担当：山内（pr@taromuseum.jp） 

〒214-0032 神奈川県川崎市多摩区枡形 7-1-5 生田緑地内 

TEL：044-900-9898 / FAX：044-900-9966 

 

 

mailto:pr@taromuseum.jp

